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歳　入

地方交付税
15億2,979万

31.1％

国県支出金
10億4,187万

21.2％

町税
7億257万

14.3％

町債
8億4,467万

17.2％

繰越金
1億5,819万

3.2％

その他

6億4,784万

13.0％

歳　出

補助費
9億5,578万

20.3％

公債費
3億8,320万

8.1％

物件費
7億2,243万

15.3％

繰出金
2億9,881万

6.3％

普通建設事業費
  9億9,830万

    21.2％

その他
6億7,346万

14.3％

審
査
意
見

決
算
審
査

参
考
意
見

一
般
質
問

決

　算

歳入歳出決算を認定

一 般 会 計

9月

定例会

　令和３年度９月定例会は６日招集され、会期を22日までの17日間として開かれた。

今回の定例会は令和２年度一般会計と12の特別会計、２の公営企業会計の決算・令和

３年度補正予算等提出議案31を審議し、すべて原案通り可決した。なお、本会議初日

に令和２年度決算に係る財政の健全化判断比率及び、公営企業会計の資金不足比率に

ついて下記の通り報告がなされた。

令和２年度 

47億1,453万円 49億2,493万円

令和２年度財政の健全化判断比率

令和２年度公営企業会計資金不足比率

令和２年度（％）

―

―

１３.６

９４.５

早期健全化基準（％）

１５.０ 　　

２０.０ 　　

２５.０ 　　

３５０.０ 　　比率名

実質赤字比率

連結実質赤字比率

実質公債費比率

将来負担比率

経営健全化基準（％）

２０.０ 　　

２０.０ 　　

２０.０ 　　令和２年度（％）

―

―

―

会計名

簡易水道事業

下水道等事業

索道事業

人件費
6億8,255万

14.5％
補
正
予
算
・
組
合
報
告
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昨年度の主な事業

町営バス対策事業

89,351千円

新庁舎建設事業

移住定住促進事業

7億7,69５千円

9,734千円

プレミアム商品券
発行事業

6,829千円

補
正
予
算
・
組
合
報
告

現在の町営バスの運営業務をに加え、より利

便性の高い公共交通網形成を目指すため、令

和３年度実施に向けてタクシー

業務を導入する準備をした。

町内で利用できるプレミア

ム付商品券を発行し、町内

消費購買を促進し、町内商

工業の振興を図った。

令和３年１月の開庁に向け、新庁舎等建設を

行った。（令和２年度事業分、繰越分を含

む）

空き家活用事業

2,427千円

町外からの移住・定住促進を図るため、町内

空き家を改修し定住する方を対象に改修費の

補助等を行った。

きめ細やかな移住定住相談、空き家対策、集

落支援など、ニーズに対し迅速かつ柔軟に対

応できるよう外部団体へ委託し、関係人口創

出施策に対応した。

役場
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特別会計・公営企業会計の状況

審
査
意
見

決
算
審
査

参
考
意
見

一
般
質
問

決

　算歳　出歳　入 収　支特   別   会   計

合　　計

西部情報公開・個人情報保護審査会

住宅新築資金貸付事業

国民健康保険（事業勘定）

国民健康保険（施設勘定）

介護保険事業（保険事業勘定）

介護保険事業（サービス事業勘定）

介護老人保健施設

後期高齢者医療

索道事業

江尾財産区

神奈川財産区

米沢財産区

繰入金

35万円

0

3億1,426万円

2億2,755万円

6億206万円

220万円

7,157万円

4,890万円

2,382万円

58万円

187万円

68万円

12億9,384万円

97万円

118万円

3億1,701万円

2億2,755万円

6億5,738万円

241万円

7,157万円

4,986万円

2,382万円

276万円

251万円

101万円

13億5,803万円

62万円

118万円

275万円

0

5,532万円

21万円

0

96万円

0

218万円

64万円

33万円

6,419万円

4万円

0

2,189万円

3,284万円

1億13万円

0

2,258万円

1,657万円

2,322万円

0

0

0

2億1,727万円

支　出収　入 収　支公  営  企  業  会  計

簡易水道事業

　収益的収入及び支出

　資本的収入及び支出

下水道等事業

　収益的収入及び支出

　資本的収入及び支出

7,541万円

1億5,536万円

1億7,407万円

1億2,553万円

1億1,165万円

1億6,102万円

1億9,291万円

1億6,099万円

△3,624万円

△566万円

△1,884万円

△3,546万円

令和３年江府町議会７月臨時会（審議結果）
臨時議会が招集され、提案された議案について、いずれも原案通り可決された。

補
正
予
算
・
組
合
報
告

7月9日　第5回臨時会 7月30日　第6回臨時会
・令和3年度鳥取県日野郡江府町一般会計補正予算（第3号）

　歳入歳出それぞれ16,976千円を追加し、歳入歳出の総額

　を3,767,585千円とする。

　新型コロナウイルスワクチン接種事業　15,985千円

　マイナンバーカード交付事業　　　　　　  991千円

・損害賠償額の決定について

　子供の国保育園駐車場側溝のグレーチングが持ち上がり､

　町民の車体に接触した事故による損害賠償。124千円

・江府町監査委員の選任について

　議会から選出されていた川上富夫氏の議員任期満了に

　伴い、長岡邦一議員を選出。

・江府町手数料徴収条例の一部改正について

　マイナンバーカードの再交付手数料に係る部分を削除｡

・令和3年度鳥取県日野郡江府町一般会計補正予算

（第４号）

　歳入歳出それぞれ106,338千円を追加し、歳入歳出

　の総額を3,873,923千円とする。

　主に、佐川地区の再開発地に伴う調査、測量設計等。

　既存観光施設拠点再生と高付加価値の推進に係るも

　の。エーデルワイス解体工事、災害復旧等。

・江府町固定資産評価審査委員会委員の選任について

　任期満了に伴い、加持谷典範氏を選任。
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留意事項

総　括

審査の対象及び期間

　令和2年度におけるすべての会計について、令和3年7月26日から令和3年8月10

日まで2名の監査委員により監査を実施しました。以下に審査の総括と留意事項を

お知らせします。

①　令和２年度の一般会計決算状況を見ると、歳入総額4,924,926千円、歳出総額4,714,531千円で、

その差額は210,395千円である。このうち繰越明許費は12,650千円で実質収支額は197,745千円で

ある。

　歳出は、公債費、投資・出資及び貸付金、扶助費等が減少したが、積立金、維持補修費、補助

費、物件費が増加し、対前年比では27.8パーセント増の4,714,531千円である。対する歳入は、県支

出金、地方特例交付金等、町税、自動車取得税交付金等が減少したが、国庫支出金、繰入金、町

債、寄付金等が増加し、対前年比で28.0％増の4,924,926千円となっている。令和2年度の地方交付

税は、対前年比81,268千円増の1,529,789千円である。基準財政収入額の算定基礎となる町税は対

前年比4,480千円減の、702,564千円である。固定資産税においては573,926千円であるが、今後の

見込みとしてサントリー水工場の増築等により微増して、５年後には578,327千円となり令和２年度

に比べ、4,401千円の増加となる見込みである。

②　財政状況を示す指標をみると、経常収支比率は、対前年比0.8ポイント減の86.1％である。実質公

債費比率（３ヶ年平均）は、0.2ポイント増の13.6％である。（※1  早期健全化基準は25%以下）

　将来の財政を圧迫する可能性を示す将来負担比率は94.5％で対前年比12.6ポイント上昇してい

る。（※2  早期健全化基準は350%以下）

　財政状況の指標的には早期健全化基準以下であるが、今後も計画的な事業展開とともに、最小限

の起債発行に留める等、更なる将来負担の抑制に努められたい。

③　役場新庁舎が竣工し令和３年１月より役場業務を開始した。新庁舎建設には、１年間に９件の起

債が発行されており、総額は882,500千円に達している。初回の年度元金償還額が令和６年度から令

和８年度に集中しており、年度合計が48,955千円となっている。新庁舎に係るすべての起債償還が

終了するのは、30年後の令和33年３月である。今後の長期金利の動向を注視したい。

④　新型コロナウイルスについて、江府町では、ワクチン接種を順次実施した。高齢者向けのワクチ

ン接種で良かったことは、事前の申し込み無しで、該当者に期日指定して案内をしたことである。

３週間の間に全集落を割りあて、さらに予備日をその都度設け、バスによる送迎など、従来から取

り組んでいる住民健診のノウハウが、活かされている。脅威となったデルタ株に対抗するには、ワ

クチン接種を加速するとともに、マスク着用や手洗い、消毒、換気、３密を避けるなど基本を徹底

することが重要である。町民の生活の安心・安全の確保を目指して、努力されることを要望する。

①　町税、国民健康保険税、上下水道料等の未収金について、担当課と連携し徴収に努力されたい。

②　ふるさと納税は大幅に伸びている。町の魅力をさらに伝え、これからも躍進することを期待したい｡

③　学校情報通信技術環境整備事業が、江府小・中学校のＩＣＴ教育の充実化を目的に実施された。

小学校から身につけた知識を、中学校ではさらに応用できるよう学んでいる。今後のＩＣＴ教育に

期待したい。

④　新庁舎の建築資金等の大部分は借入金と基金で賄っているため、当面は予算編成に影響はない

が、令和6年度から元金償還が始まるので、留意を要する。

⑤　農業振興事業にかける一般財源からの補助金が少ないと思われる。特にコメ農家に対する補助金

があまりにも少なく、また、今後の米価も期待薄の情勢で、集落営農や農業法人化に移行するまで

に、農家の方の意欲がもたなくなると思われる。

　既存事業の見直しを含め、町内に有る様々な課題に即した事業を提案できるよう、農家への聞き

取りや、他自治体の事例等、情報収集を引き続き行っていただきたい。本当の意味での農業立町と

なるよう期待する。

岡田雄成代表監査委員

江府町歳入歳出決算審査意見書令和２年度 

補
正
予
算
・
組
合
報
告

※1

※2



（６）令和３年10月22日発行

審
査
意
見

決
算
審
査

参
考
意
見

一
般
質
問

決

　算

決
算
の

審
査

　

　
町
有
の
マ
イ
ク
ロ
バ

ス
が
、
廃
止
と
な
り
利
用

で
き
な
く
な
っ
た
。
マ
イ
ク
ロ

バ
ス
を
廃
止
す
る
と
き
﹁
対
応

す
る
﹂
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
が

対
応
し
て
ほ
し
い
。

　
改
め
て
マ
イ
ク
ロ
バ
ス

を
持
つ
こ
と
は
な
い
が
調

査
の
上
、
報
告
し
ま
す
。

　
学
校
関
係
の
図
面
が

残
っ
て
い
な
い
。
公
共
施

設
の
建
物
は
す
べ
て
デ
ー
タ
化

し
て
残
せ
な
い
か
。

　
現
在
は
、
江
府
町
産
の

水
を
多
く
返
礼
し
て
い
る
。

今
後
、
検
討
す
る
と
き
に
参
考

に
し
ま
す
。

　
町
民
は
、
診
療
所
で

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
受
け
た

い
と
思
っ
て
い
る
人
が
多
く
い

る
が
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
は
し
な
い

の
か
。　

福
祉
保
健
課
と
し
て
は

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
行
う
こ
と

は
全
く
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

　
旧
庁
舎
に
空
気
清
浄

機
が
５
、
６
台
あ
っ
た

が
、
も
っ
た
い
な
い
の
で
、
そ

れ
を
使
っ
た
ら
ど
う
か
。

　
使
用
で
き
る
も
の
が
あ

れ
ば
色
々
な
と
こ
ろ
で
使

い
ま
す
。

　
み
ち
く
さ
工
房
の
施

設
が
古
く
な
っ
て
い
る
、

改
善
せ
よ
と
の
話
し
が
あ
る
が
。

　
老
朽
化
が
進
ん
で
い
ま

す
。
ゆ
く
ゆ
く
は
更
新
を

考
え
な
く
て
は
、
な
ら
な
い
と

思
い
ま
す
。

　
堆
肥
セ
ン
タ
ー
の
収

支
は
、
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。

　
農
業
公
社
で
の
売
り

上
げ
は
、
１
３
５
万
円

あ
り
ま
す
。

総
務
課

福
祉
保
健
課

産
業
建
設
課

一
般
会
計

QQ A

　
必
要
な
も
の
は
す
べ
て

デ
ー
タ
化
し
て
や
っ
て
い

き
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
の
返

礼
品
に
江
府
町
産
の
米
を

町
が
買
い
上
げ
て
多
く
入
れ
る

べ
き
と
思
う
が
。

Q A

QQ

Q

Q

AA

AA

A

補
正
予
算
・
組
合
報
告

みちくさ工房

返礼品に入れたい米、ソバ、ネギなどの農産品
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住
民
課

教
育
委
員
会

　
新
甘
泉
の
生
産
は
理

解
で
き
る
が
、
地
域
で

取
り
組
む
こ
と
が
難
し
い
。
新

規
に
果
樹
を
や
り
た
い
人
は
い

る
と
思
う
が
、
新
規
参
入
者
に

苗
木
の
１
本
で
も
、
補
助
金
を

出
す
こ
と
を
考
え
て
み
て
は
。

　
果
樹
栽
培
の
補
助
金
が

出
る
た
め
に
は
、
規
定
の

面
積
と
植
え
つ
け
本
数
が
必
要

で
す
。

　
イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
に
よ

る
被
害
、
耕
作
放
棄
地
に

な
っ
た
田
畑
は
な
い
か
。

　
田
畑
が
イ
ノ
シ
シ
の
ぬ

た
場
と
な
り
、
耕
作
放
棄

地
に
な
っ
た
場
所
が
あ
る
と
思

わ
れ
ま
す
。

　
鳥
獣
害
獣
駆
除
で
捕

獲
し
た
鳥
獣
に
対
し
て
、

国
や
県
か
ら
奨
励
金
が
出
る
が
、

町
か
ら
も
奨
励
金
を
出
し
て
ほ

し
い
。　

鳥
獣
の
侵
入
を
防
ぐ
た

め
の
、
柵
や
電
気
柵
に
対

し
て
は
、
補
助
金
が
あ
る
が
、

鳥
獣
に
対
し
て
は
、
制
度
が
な

い
た
め
補
助
金
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
過
疎
バ
ス
対
策
に
お

い
て
、
各
市
町
の
負
担
率

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　
負
担
率
は
、
米
子
か
ら

日
野
病
院
ま
で
の
33

キ
ロ

中
、
江
府
町
の
あ
い
だ
８
キ
ロ

が
負
担
率
と
な
り
負
担
金
は
４

７
０
万
円
で
す
。

　
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
、

軟
質
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
収

集
が
、
月
に
１
回
し
か
な
く
、

多
量
に
溜
ま
っ
て
困
っ
て
い
る

の
で
、
収
集
回
数
を
増
や
せ
な

い
か
。

　
来
年
度
か
ら
、
月
２
回

に
変
更
し
ま
す
。

　
昨
年
度
は
、
町
民
の

方
を
対
象
に
給
食
試
食
会

の
開
催
が
あ
り
、
給
食
を
通
じ

て
地
域
の
方
と
の
関
わ
り
を
持

た
れ
て
い
る
が
、
今
後
の
計
画

は
あ
る
か
。

　
農
作
物
を
生
産
す
る
方

や
町
民
の
方
を
対
象
に
、

給
食
試
食
会
を
や
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

QA

Q

QQ

Q

A

AA

A

QA

補
正
予
算
・
組
合
報
告

補
正
予
算
・
組
合
報
告

耕作放棄地

江府町で始まった輝太郎柿栽培
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審
査
意
見

決
算
審
査

参
考
意
見

一
般
質
問

決

　算

住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業

　現
在
の
償
還
状
況

 

は
。

　
貸
付
事
業
は
す
で
に

終
了
し
た
。
滞
納
者
に

つ
い
て
は
担
当
課
で
収
納
事

務
を
計
画
的
に
行
い
、
早
期

完
納
に
努
力
し
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
︵
施
設
勘
定
︶

　
俣
野
診
療
所
に
つ
い

て
の
状
況
は
。

　
俣
野
診
療
所
の
開
設

に
よ
り
、
地
域
住
民
の

健
康
と
医
療
と
福
祉
の
充
実

に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
更
な

る
努
力
を
し
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
対
策
で
、
診

療
所
の
改
修
を
行
っ
て

い
る
が
、
状
況
は
。

　
改
修
に
つ
い
て
、
職

員
の
希
望
な
り
、
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
を
行
い
設
備
の
充

実
を
図
っ
て
い
る
。
受
診
者

か
ら
も
良
い
評
価
を
頂
い
て

い
る
。

介
護
老
人
保
健
施
設

現
在
の
運
営
状
況
は
。

　８
月
末
時
点
で
、
短
期

入
所
も
含
む
入
所
者
数
は

67

名
。
入
所
待
機
者
が
30

名
。

満
床
80

名
に
対
し
、
90

％
を
下

回
ら
な
い
よ
う
維
持
す
る
こ
と

国
民
健
康
保
険
︵
事
業
勘
定
︶

　
年
度
末
の
被
保
険
者

は

、

５

３

８

人

で

あ

る
。
特
定
健
診
の
受
診
率
は

41.2

％
で
あ
る
が
県
内
で
は
上

位
で
あ
る
。
受
診
率
向
上
対

策
は
。

　
受
診
率
を
上
げ
る
た
め

に
、
電
話
・
葉
書
に
よ
り

案
内
を
し
て
い
る
。
受
診
率
が

上
が
る
と
、
交
付
金
も
上
が
る

こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

QA

QQQ A A

を
目
指
し
ま
す
。

　通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
に
つ
い
て
は
、
定
員
30

名

に
対
し
、
85

％
の
１
日
25

名

の
稼
働
を
維
持
す
る
こ
と
を

目
標
に
し
て
い
ま
す
。
利
用

者
の
希
望
を
受
け
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。

介
護
保
険
事
業
︵
保
険
事
業
勘
定
︶

　介
護
認
定
者
数
に
つ

い
て
は
。

　年
度
末
の
介
護
認
定

は
２
９
８
人
。
さ
ら
に

予
防
事
業
を
充
実
し
て
い
き

ま
す
。

索
道
事
業

　
施
設
維
持
管
理
費
に

つ
い
て
。

　維
持
管
理
費
が
多
く

か
か
っ
て
お
り
、
必
要

最
低
限
と
な
る
よ
う
な
経
費

削
減
に
努
め
ま
す
。

俣野診療所（旧俣野小学校）

Q A Q

QA

特
別
会
計

公
営
企
業
会
計

A

A

補
正
予
算
・
組
合
報
告

簡
易
水
道
事
業

　
現
在
の
水
道
事
業
の

状
況
に
つ
い
て
は
。

　年
度
末
の
給
水
人
口
は

２
，

７
１
０
人
で
普
及
率

は
99

．

49

％
。
冬
季
の
大
規
模

給
水
事
故
に
つ
い
て
、
老
朽
化

が
原
因
。
今
後
施
設
の
点
検
を

し
て
い
く
努
力
を
し
ま
す
。

下
水
道
事
業

　
現
在
の
下
水
道
事
業

の
状
況
は
。

　年
度
末
の
処
理
人
口

は
２
，

５
２
６
人
で
、

接
続
率
は
92

．

29

％
と
な
っ

て
い
る
。
今
後
は
効
率
的
な

運
営
の
た
め
施
設
の
統
廃
合

の
検
討
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。

A QA Q
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　算

決
算
特
別
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会

決
算
特
別
委
員
会

総

務

課

住

民

課

福
祉
保
健
課

産
業
建
設
課

農
業
委
員
会

参
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意
見

　一
般
会
計

参
考
意
見

　一
般
会
計

　令
和
２
年
度
一
般
会
計
決
算

は
歳
出
が
、
47

億
1
，

4
5
3
万

円
で
あ
り
、
前
年
比
で
27.8

％
増

加
、
歳
入
で
は
、
49

億
2
，4
9
2

万
円
、
28.0

％
の
増
加
と
な
っ
て

い
る
。
令
和
２
年
度
決
算
に
お

け
る
実
質
公
債
費
率
は
13.6

％
と

な
り
、
令
和
元
年
度
よ
り
0.2

％

増
加
し
た
が
、
早
期
健
全
化
基

準
と
さ
れ
る
25

％
は
下
回
っ
て

い
る
。
人
口
減
少
時
代
に
お
け

る
安
心
安
全
の
町
づ
く
り
に
向

け
、
福
祉
や
防
災
対
策
に
向
け

た
投
資
は
十
分
可
能
で
あ
る
。

し
か
し
、
経
常
収
支
比
率
の
86.1

％

は
前
年
よ
り
多
少
低
く
な
っ
た
と

は
い
え
、
財
政
の
硬
直
化
傾
向
を

示
し
て
い
る
。
将
来
の
大
型
事
業

を
考
え
な
が
ら
、
新
庁
舎
の
活
用

と
住
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
向
け
、

確
か
な
財
政
運
営
に
努
力
さ
れ
た

い
。

①
人
間
ド
ッ
ク
事
業
の
利
用
実

績
が
向
上
し
て
い
る
。
併
せ
て

郡
内
の
医
療
施
設
の
利
用
も
高

ま
る
よ
う
啓
発
に
努
め
ら
れ
た

い
。

②
町
有
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を
廃

止
し
た
た
め
、
町
民
及
び
各
種

団
体
組
織
は
、
特
に
交
通
移
動

に
お
い
て
不
便
を
余
儀
な
く
さ

れ
て
い
る
。
町
民
の
意
見
を
聞

き
早
急
に
対
応
さ
れ
た
い
。

③
町
消
防
団
団
員
は
11

名
の
欠

員
と
な
っ
て
い
る
。
町
職
員
を

始
め
全
町
に
対
し
、
啓
発
に
努

め
各
分
団
と
も
、
早
急
に
定
員

を
満
た
す
よ
う
努
め
ら
れ
た

い
。

①
子
育
て
世
代
包
括
支
援
事
業

は
一
定
の
実
績
を
上
げ
て
お

り
、
そ
の
必
要
性
は
更
に
高

ま
っ
て
い
る
。
事
業
の
周
知
に

努
め
、
よ
り
気
軽
く
相
談
で
き

る
環
境
と
な
る
様
努
力
さ
れ
た

い
。

②
住
民
健
診
の
検
査
項
目
で
基

準
値
外
の
該
当
者
に
通
知
を

し
、
病
気
の
早
期
発
見
・
早
期

治
療
に
努
め
て
い
る
が
、
二
次

検
診
の
関
心
度
は
低
い
。
受
診

率
の
向
上
に
努
め
ら
れ
た
い
。

③
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
事
業
に
お
い
て
、
援
助
依

頼
会
員
と
援
助
提
供
会
員
と
の

相
互
援
助
活
動
は
円
滑
に
推
移

し
、
高
評
価
で
あ
る
。
今
後
も

さ
ら
に
充
実
さ
れ
た
い
。

①
国
有
財
産
貸
し
付
け
の
契
約

実
績
に
お
い
て
、
事
務
作
業
に

支
障
を
き
た
し
て
い
る
物
件
が

み
ら
れ
る
。
諸
事
情
を
調
査
の

上
、
早
期
に
契
約
の
見
直
し
等

を
検
討
さ
れ
た
い
。

②
機
構
集
積
支
援
事
業
に
お
い

て
、
土
地
の
貸
借
が
円
滑
に
進

む
様
努
め
、
更
に
は
認
定
農
業

者
や
農
業
法
人
等
の
利
用
状
況

を
把
握
し
、
適
切
な
相
談
、
調

整
、
調
査
活
動
を
さ
れ
た
い
。

①
﹁
み
ち
く
さ
﹂
に
お
い
て
、

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
売
上
の
減
少

や
担
い
手
不
足
が
、
課
題
と

な
っ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
解
決

の
為
、
観
光
事
業
等
と
連
携

し
、
町
農
業
の
推
進
を
図
ら
れ

た
い
。

②
新
甘
泉
︵
梨
︶
栽
培
が
軌
道

に
乗
り
つ
つ
あ
る
が
、
地
域
に

取
り
組
み
が
進
ん
で
い
な
い
。

新
規
参
入
者
に
は
、
相
応
の
補

助
等
を
実
施
啓
発
し
、
栽
培
面

積
の
拡
大
に
努
め
ら
れ
た
い
。

③
鳥
獣
被
害
は
年
々
悪
化
し
、

2
3
3
頭
の
捕
獲
実
績
が
有
る

が
、
有
資
格
者
や
組
織
拡
大
に

課
題
が
残
る
。
町
独
自
の
補
助

金
を
検
討
し
、
ジ
ビ
エ
事
業
の
活

性
化
に
向
け
努
力
さ
れ
た
い
。

④
分
収
造
林
を
含
む
町
内
の
山

林
は
、
樹
齢
50

〜
60

年
の
伐
採

時
期
に
来
て
い
る
。
町
と
し
て

確
か
な
更
新
伐
の
計
画
を
立
て

確
実
に
実
行
さ
れ
た
い
。

⑤
笠
良
原
地
区
に
お
い
て
地
下

水
位
等
の
調
査
分
析
を
行
っ
て

い
る
。
調
査
の
経
済
的
部
分
に

つ
い
て
、
関
係
企
業
も
負
担
す

る
こ
と
を
検
討
さ
れ
た
い
。

⑥
下
安
井
〜
舟
場
間
の
道
路
建

設
は
、
地
元
集
落
の
念
願
で
あ

り
、
災
害
時
に
は
、
住
民
の
安

心
・
安
全
に
大
き
く
貢
献
す

る
。
早
期
の
事
業
完
成
に
向
け

最
大
の
努
力
を
さ
れ
た
い
。

①
２
年
度
は
ふ
る
さ
と
納
税
が
１

億
２
，

０
０
０
万
円
と
大
幅
に
増

加
し
た
。
町
産
米
な
ど
返
礼
品
は

好
評
で
あ
る
が
、
コ
ロ
ナ
禍
を
鑑

み
地
元
産
米
の
利
用
率
を
よ
り
高

め
る
検
討
を
さ
れ
た
い
。

②
移
住
・
定
住
対
策
事
業
に
当

た
り
、
関
係
集
落
と
移
住
者
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図

り
、
一
層
の
円
滑
な
事
業
振
興

に
努
め
ら
れ
た
い
。

③
税
収
納
シ
ス
テ
ム
を
改
修
し

納
税
は
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
収
納
が
可
能
に
な
っ
た
。

今
後
町
民
に
広
く
周
知
し
利
活

用
が
、
さ
ら
に
増
加
す
る
よ
う

努
め
ら
れ
た
い
。

補
正
予
算
・
組
合
報
告

みちくさ

日野川左岸下安井地区

奥大山地美恵 新甘泉ナシ畑



お
り
、
維
持
管
理
費
用
の
削
減

を
始
め
、
資
源
の
有
効
活
用
の

た
め
、
漏
水
原
因
を
調
査
し
、

早
急
な
改
善
に
努
め
ら
れ
た

い
。

②
冬
季
の
大
規
模
断
水
に
つ
い

て
は
施
設
の
老
朽
化
が
原
因
と

の
事
で
あ
る
が
、
住
民
生
活
に

大
き
な
支
障
を
き
た
す
た
め
、

施
設
に
合
わ
せ
た
点
検
を
行
い

事
故
の
発
生
が
無
い
よ
う
に
努

力
さ
れ
た
い
。

と
福
祉
の
充
実
に
つ
な
が
っ
て

い
る
。
ま
た
、
地
域
医
療
に
、

従
事
す
る
医
師
を
育
て
る
た
め

の
役
割
を
担
っ
て
お
り
、
重
要

な
施
設
で
あ
る
が
、
更
な
る
経

営
の
健
全
化
を
図
ら
れ
た
い
。

①
奥
大
山
ス
キ
ー
場
を
含
め
、

施
設
全
体
が
休
止
状
態
で
あ

り
、
今
後
も
町
営
で
は
ス
キ
ー

場
を
運
営
し
な
い
こ
と
に
な
っ

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
維

持
管
理
費
が
多
く
か
か
っ
て
い

る
。
必
要
の
な
い
費
用
の
削
減

を
行
わ
れ
た
い
。
ま
た
、
施
設

の
老
朽
化
も
あ
り
、
今
後
の
運

営
に
つ
い
て
早
急
に
検
討
を

行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

①
給
水
人
口
は
２
，

７
１
０
人

で
あ
り
、
普
及
率
は
、
99

．

49

％
で
あ
る
。
総
配
水
量
は
４

８
０
，

３
４
６
㎥
で
あ
る
が
、

有
収
率
は
69

％
と
な
っ
て
い

る
。
約
３
割
が
無
駄
に
な
っ
て
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　特
別
会
計

参
考
意
見

　特
別
会
計

国
民
健
康
保
険

　
　︵
事
業
勘
定
︶

住
宅
新
築
資
金
等

貸
付
事
業

索
道
事
業
会
計

下
水
道
事
業
会
計

簡
易
水
道
事
業
会
計

国
民
健
康
保
険

　
　︵
施
設
勘
定
︶

①
貸
付
事
業
は
既
に
終
了
し
て

い
る
が
、
滞
納
者
は
税
関
係
も

関
係
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、

滞
納
事
務
の
一
元
化
を
行
い
計

画
的
な
収
納
事
務
を
行
い
早
期

完
納
に
努
力
さ
れ
た
い
。

①
年
度
末
の
被
保
険
者
は
５
３

８
人
で
あ
る
。
特
定
健
診
で

は
、
受
診
率
は
41.2

％
で
あ
る

が
、
県
内
で
は
上
位
の
受
診
率

で
あ
る
。
受
診
率
の
上
昇
を
図

る
た
め
、
電
話
や
ハ
ガ
キ
に
よ

り
案
内
し
て
い
る
。
今
後
と
も

被
保
険
者
の
健
康
を
守
り
、
併

せ
病
気
の
早
期
発
見
、
早
期
治

療
を
行
う
事
に
よ
り
、
医
療
費

の
削
減
に
努
め
ら
れ
た
い
。

①
俣
野
診
療
所
の
開
設
に
よ

り
、
地
域
住
民
の
健
康
と
医
療

教
育
委
員
会

①
防
災
・
情
報
セ
ン
タ
ー
を
は

じ
め
公
共
施
設
の
発
電
機
の
整

備
点
検
は
、
緊
急
時
の
使
用
に

支
障
な
き
よ
う
務
め
、
特
に
燃

油
等
に
つ
い
て
は
、
規
定
に

沿
っ
て
確
実
に
点
検
さ
れ
た

い
。

②
放
課
後
子
ど
も
教
室
事
業
に
お

い
て
、
長
期
休
業
中
に
町
内
在
住

高
校
生
を
﹁
高
校
生
学
習
支
援

員
﹂
と
し
て
雇
用
し
た
。
将
来
の

社
会
参
加
に
役
立
つ
と
考
え
る
。

ぜ
ひ
継
続
さ
れ
た
い
。

③
小
学
校
体
験
授
業
で
、
コ
メ

作
り
体
験
を
実
施
し
て
い
る
。

手
植
え
・
手
刈
り
等
、
昔
な
が

ら
の
作
業
は
、
農
業
へ
の
興

味
、
食
物
の
大
切
さ
の
気
付
き

に
な
る
。
今
後
も
継
続
さ
れ
た

い
。

④
体
育
館
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室

の
器
具
が
老
朽
化
し
、
使
用
禁

止
の
物
も
多
く
利
用
者
に
は
、

不
評
で
あ
る
。
最
新
の
機
器
を

導
入
し
て
、
町
民
の
健
康
づ
く

り
に
努
め
ら
れ
た
い
。

①
年
度
末
の
接
続
率
は
、
92

．

29

％
で
あ
る
。
川
筋
地
区
集
落

排
水
処
理
施
設
を
江
尾
地
区
公

共
下
水
道
施
設
と
統
合
し
、
管

理
費
の
低
減
を
図
っ
て
い
る
。

今
後
も
施
設
の
統
廃
合
の
検
討

を
行
い
維
持
管
理
費
の
低
減
を

図
ら
れ
た
い
。

②
水
道
の
使
用
水
量
に
合
わ
せ

た
従
量
制
の
下
水
道
料
金
体
制

の
検
討
を
行
わ
れ
た
い
。

補
正
予
算
・
組
合
報
告

体育館トレーニング室
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件名及び要旨
受理番号及び
受理年月日 提出者及び紹介議員 審議結果

沖縄県那覇市おもろまち4丁目17番11号１階
「新しい提案」実行委員会
責任者　安里　長従

不採択

辺野古新基地建設の中止と、普天間基地の
沖縄県外・国外移転について国民的議論を
行い、憲法に基づき公正かつ民主的に解決
するべきとする意見書の採択を求める陳情

鳥取市南町505
自治労鳥取県本部 執行委員長 山口一樹
江府町江尾1717-1
江府町職員労働組合 執行委員長 道下尚徳

採　択地方財政の充実・強化を求める陳情

鳥取市鹿野町今市916
鳥取県農民運動連合会 代表者 今本　潔 採　択

新型コロナ禍による米危機の改善を求める
陳情書

令和３年第２回日野町江府町日南町衛生施設組合議会定例会報告がありました。決算については以下のとおりです。

　　　　歳入総額　　　1億7,989万円

　　　　歳出総額　　　1億6,529万円

　　　　差引残額　　　     1,460万円　差し引き残額については、翌年度に繰り越しとする。

日野町江府町日南町衛生施設組合議会報告書日野町江府町日南町衛生施設組合議会報告書

【総括的事項】

　病院事業は、高齢化率の高い中山間地における中核病院として、ＣＴ（平成22年度更新）・ＭＲＩ（平

成25年度更新）などの診療機器や無菌手術の可能な手術室を備え、一般病床99床（内、地域包括ケア病棟

25床）の入院業務と20診察科の外来診療に加え、訪問診療を行った。加えて、在宅介護支援事業及び診療

所事業を行い「出かける医療・近づく医療」の推進を図った。また、新型コロナウイルス感染症に係る院

内感染防止対策として、発熱外来棟の増築等施設・設備整備を行った。

【累積剰余金】

　平成18年度に約６億円あった累積欠損金が平成19年度以降の黒字決算の継続により、平成24年度決算終

了時点で累積剰余金に転じている。累積剰余金は、令和２年度決算終了時点で6億4,325万円となった。剰

余金を処分する際は、条例の定めによるか議会の議決を要することとされているが、令和２年度決算にお

いて発生した累積剰余金については、未処分利益剰余金として扱う。

日野病院組合議会報告書

令和２年度病院事業等の決算について報告がありました。

　今議会において一般会計、特別会計、公営企業会計から11件の補正予算案
が上程されいずれも承認されました。
　今議会において一般会計、特別会計、公営企業会計から11件の補正予算案
が上程されいずれも承認されました。

 ２億3 , 2 7 8 万円 ２億3 , 2 7 8 万円

となりました。 4 1 億 6 7 0 万円 4 1 億  6 7 0 万円

一般会計は補正総額

今 年 度 予 算 総 額

補正予算補正予算

歳入（国庫支出金）　3,728万円歳入（国庫支出金）　3,728万円※新型コロナ対策事業分

歳入（地方交付税、県支出金、町債等）1億9,284万円歳入（地方交付税、県支出金、町債等）1億9,284万円

歳出（主なもの）歳出（主なもの）

※その他

総務費
旧庁舎解体工事
設計委託事業
322万円

総務費
創作館解体工事
設計委託事業
87万円

歳出（主なもの）歳出（主なもの） 総務費
情報通信設備管理運営事業費

(電柱支障移転事業)

598万円

民生費
保育業務ＩＣＴ化システム導入事業

467万円

商工費
観光事業者復興支援金交付事業

600万円

陳情第3号

令和３年

6月21日

陳情第4号

令和３年

8月18日

陳情第5号

令和３年

8月23日

令和３年
第7回江府町議会
９月定例会提出

陳情の

審査結果



（12）令和３年10月22日発行

審
査
意
見

決
算
審
査

参
考
意
見

一
般
質
問

決

　算

川端 登志一

動画で一般質問

川端議員の一般質問は
動画サイトy o u t u b eで
ご覧いただけます。

　
　
　止
ま
ら
な
い
人
口

減
少
対
策
と
し
て
移
住
・
定

住
を
加
速
す
る
必
要
が
あ
る

の
で
は
。

　必
要
性
を
痛
感
し
て
い
る
、

そ
の
た
め
佐
川
の
旧
パ
チ
ン

コ
店
跡
地
の
買
収
交
渉
に
迅

速
に
動
い
た
。

　
　
　相
談
件
数
に
対
し
て

移
住
の
成
果
が
上
が
っ
て
い

な
い
と
み
る
が
。

　確
か
に
相
談
件
数
は
か
な

り
増
え
て
い
る
が
、
住
宅
不

足
で
や
む
な
く
町
外
へ
行
っ

て
い
る
状
況
が
あ
る
。

　
　
　こ
の
ほ
ど
発
表
さ
れ

た
佐
川
新
住
宅
団
地
の
方
向

性
や
戦
略
を
明
確
に
し
て
、

移
住
・
定
住
の
実
績
に
繋
げ

る
べ
し
。

　開
発
運
営
方
法
は
Ｐ
Ｐ
Ｐ

方
式
で
あ
る
が
、
単
身
向
け

集
合
住
宅
や
子
育
て
世
帯
向

け
の
戸
建
て
、
そ
の
ほ
か
商

業
施
設
を
整
備
す
る
。

　
　
　近
年
続
く
災
害
や
コ

ロ
ナ
禍
の
影
響
で
都
会
か
ら

地
方
へ
田
園
回
帰
の
意
識
が

高
く
な
っ
て
い
る
、
好
機
と

考
え
る
が
。

　そ
の
傾
向
の
認
識
は
し
て

い
る
。
そ
う
い
う
若
い
世
代

の
方
を
何
と
か
受
け
入
れ
、

町
の
維
持
に
つ
な
げ
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　
　
　移
住
、
定
住
は
空
き

家
対
策
と
セ
ッ
ト
で
進
め
る

べ
き
事
業
と
思
わ
れ
る
が
。

　す
ぐ
に
住
め
る
空
き
家
が

な
く
非
常
に
苦
慮
し
て
い
る
。

　
　
　で
あ
る
な
ら
全
集
落

に
協
力
を
呼
び
か
け
事
業
推

進
す
る
べ
き
、
ぜ
ひ
集
落
ぐ

る
み
で
。

　そ
う
し
た
い
が
、
実
際
に

は
集
落
に
も
温
度
差
が
あ
り
、

積
極
的
な
ほ
う
に
多
い
実
績

と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　集
落
よ
り
推
奨
さ
れ

た
家
屋
を
先
行
投
資
と
し
て
、

必
要
最
低
限
の
整
備
を
し
て

は
ど
う
か
。

　時
間
を
か
け
て
、
必
要
な

支
援
制
度
な
ど
可
能
な
も
の

に
つ
い
て
は
検
討
し
た
い
。

　
　
　集
落
の
地
理
的
特
性

に
合
致
し
た
自
然
的
環
境
整

備
を
行
い
、
そ
の
地
区
の
価

値
を
高
め
る
べ
き
と
考
え
る
。

そ
れ
を
し
な
け
れ
ば
他
の
町

や
佐
川
団
地
の
よ
う
な
生
活

環
境
の
優
位
な
地
区
に
人
口

が
集
中
し
て
し
ま
う
。

　す
べ
て
の
集
落
に
ミ
ニ
公

園
と
か
ド
ッ
グ
ラ
ン
を
作
る

の
は
、
難
し
い
と
考
え
る
。

　
　
　希
望
の
あ
っ
た
集
落

に
対
し
て
、
遊
ん
で
学
べ
る
小

川
の
整
備
と
か
木
の
実
や
草

花
・
昆
虫
な
ど
が
採
取
観
察
で

き
る
里
山
、
家
族
連
れ
で
ソ
リ

遊
び
の
で
き
る
ち
ょ
っ
と
し
た

ス
ロ
ー
プ
な
ど
地
域
に
合
わ
せ

た
も
の
で
よ
い
が
。

　移
住
者
が
一
番
に
見
る
の

は
住
む
と
こ
ろ
で
あ
り
公
園

な
ど
で
は
な
い
、
ま
た
、
公

共
施
設
は
３
割
減
ら
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ

て
追
加
の
投
資
は
難
し
い
。

　
　
　事
業
推
進
に
向
け
も

っ
と
議
員
を
活
用
す
べ
し
と

考
え
る
が
。

　議
員
に
は
、
是
非
と
も
ご

協
力
願
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　支
障
と
な
る
空
家
の

残
存
物
を
、
町
の
空
き
施
設

で
一
時
預
か
り
し
て
は
。

　し
っ
か
り
と
検
討
し
、
考

え
て
み
た
い
。

佐川新住宅団地予定地

田
園
回
帰
の
意
識

高
く
好
機
と
し
て

個

性

的

な

環

境

整
備
を

移住定住政策の充実で

町人口減にブレーキを！

質
問
質
問

質
問
質
問

質
問
質
問

質
問
質
問

質
問
質
問

質
問
質
問

質
問
質
問

質
問
質
問

質
問
質
問

質
問
質
問

質
問
質
問

質
問
質
問

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

補
正
予
算
・
組
合
報
告

小川で楽しむ子ども達
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芦立　喜男

動画で一般質問

芦立議員の一般質問は
動画サイトy o u t u b eで
ご覧いただけます。

質
問
質
問

質
問
質
問

質
問
質
問

質
問
質
問

町
長
答
弁

町
長
答
弁

　
　
　私
は
、
江
府
町
は

農
業
の
町
で
あ
る
と
、
思
っ

て
い
る
が
、
町
長
の
考
え
を

伺
う
。

　見
渡
す
限
り
自
然
が
あ
っ

て
、
田
ん
ぼ
が
き
れ
い
で
、

本
当
に
米
が
お
い
し
い
、
農

業
従
事
者
が
多
く
第
一
次
産

業
に
従
事
し
て
い
る
人
が
多

い
、
そ
う
い
っ
た
町
で
す
。

ほ
か
の
側
面
と
し
て
水
も
い

い
と
こ
ろ
で
す
。

　
　
　町
内
を
回
っ
て
、
農

家
の
人
に
話
を
聞
い
て
も
農

家
は
苦
し
い
。
米
価
は
下

が
っ
て
農
薬
や
肥
料
は
値
上

が
り
す
る
、
こ
の
よ
う
な
実

態
を
町
長
は
ど
う
思
う
か
？

　平
成
16

年
に
食
糧
法
が
改

正
に
な
り
、
米
は
完
全
自
由

化
さ
れ
、
市
場
の
需
給
価
格

が
決
ま
る
の
で
確
か
に
農
家

は
、
苦
し
い
と
思
う
が
世
の

中
の
変
化
に
応
じ
た
や
り
方

を
工
夫
し
な
が
ら
頑
張
っ
て

頂
き
た
い
。

　
　
　米
は
需
要
と
供
給
バ

ラ
ン
ス
が
崩
れ
、
国
は
米
を

作
ら
な
く
て
良
い
、
ソ
バ
や

麦
な
ど
の
穀
物
に
転
作
し
て

く
だ
さ
い
と
、
１
反
当
た
り

３
万
円
の
助
成
金
を
出
し
て

く
れ
ま
す
が
、
町
と
し
て
も

助
成
金
を
出
し
て
頂
き
た
い
。

　転
作
奨
励
金
に
つ
い
て
は

我
が
町
の
場
合
も
、
水
稲
を

つ
く
ら
な
く
な
っ
た
水
田
で

ソ
バ
の
作
付
を
推
進
し
て
お

り
、
町
独
自
の
産
地
交
付
金

と
し
て
、
排
水
対
策
や
団
地

化
、
あ
る
い
は
集
団
で
の
取

り
組
み
に
対
し
て
加
算
を

行
っ
て
い
る
。

　
　
　米
を
作
っ
て
、
１
袋

５
千
円
し
か
も
ら
え
な
い
。

い
い
水
、
い
い
空
気
、
い
い

環
境
で
米
が
作
れ
る
の
に
、

米
を
作
る
気
概
が
失
わ
れ
る

こ
と
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　確
か
に
苦
し
い
の
は
よ
く

わ
か
り
ま
し
た
。
た
だ
苦
し

い
と
言
っ
て
る
だ
け
で
現
状

を
変
え
な
い
の
は
、
ど
う
か

な
と
思
う
。
集
落
営
農
を
進

め
る
こ
と
や
、
高
収
益
の
作

物
に
転
換
す
る
こ
と
も
大
切

と
考
え
る
。

　
　
　町
内
に
せ
せ
ら
ぎ
公

園
が
あ
る
け
れ
ど
、
親
子
が

遊
ぶ
と
こ
ろ
と
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
を
す
る
と
こ
ろ
が

重
複
す
る
た
め
使
い
に
く
い
。

ま
た
専
用
の
遊
具
を
備
え
た

公
園
が
な
い
が
町
長
の
考
え

を
伺
う
。

　私
も
、
あ
る
に
こ
し
た
こ

と
は
な
い
、
欲
し
い
な
と
思

う
。
た
だ
、
小
さ
な
町
で
つ

く
る
と
い
う
こ
と
は
場
所
の

問
題
も
含
め
苦
し
い
と
い
う

こ
と
は
、
理
解
い
た
だ
き
た

い
。　

　
　グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

を
す
る
場
所
と
子
ど
も
や
親

が
遊
具
で
遊
ぶ
と
こ
ろ
を
わ

け
て
、
多
少
お
金
を
か
け
て

整
備
を
し
て
は
ど
う
か
。

　グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
さ

れ
る
方
々
の
意
見
を
聞
き
な

が
ら
ど
う
い
う
形
が
い
い
の

か
、
話
し
合
っ
て
ど
ん
な
ふ

う
に
す
れ
ば
い
い
の
か
考
え

て
み
た
い
と
思
う
。

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

質
問
質
問

質
問
質
問

耕
作
対
策
と

転
作
対
策
に
つ
い
て

遊
具
を
備
え
た
公
園

の
設
置
に
つ
い
て

ネギ、ソバに転作された圃場

他町の公園

補
正
予
算
・
組
合
報
告

江府町は農業の町！

農業施策の充実を！
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審
査
意
見

決
算
審
査

参
考
意
見

一
般
質
問

決

　算

森田　哲也

動画で一般質問

森田議員の一般質問は
動画サイトy o u t u b eで
ご覧いただけます。

　
　
　
　農
家
の
高
齢
化
、

担
い
手
不
足
に
よ
り
、
離
農

や
耕
作
放
棄
地
が
増
加
し
て

い
る
。
現
状
と
そ
の
問
題
点

を
ど
う
認
識
し
、
ま
た
、
そ

の
改
善
に
向
け
て
の
具
体
的

な
政
策
と
成
果
は
。

　価
格
の
低
下
、
兼
業
化
や
高

齢
化
に
よ
り
農
家
が
小
規
模
化

に
な
り
、
収
益
性
の
高
い
農
業

転
換
が
困
難
に
な
っ
た
。
組
織

化
や
そ
ば
の
作
付
け
を
推
進
し
、

多
様
な
担
い
手
の
育
成
確
保
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

　
　
　農
業
所
得
は
、
さ
ら

に
低
下
し
て
い
る
。
食
料
保
障

や
多
面
的
機
能
確
保
な
ど
、
農

業
の
役
割
は
大
き
く
、
所
得
補

償
に
は
、
税
金
で
支
援
す
べ
き

と
の
意
見
も
あ
る
。
新
規
補
助

事
業
の
導
入
を
す
べ
き
。

　個
人
農
家
の
支
援
は
難
し
い
。

あ
る
程
度
の
規
模
が
あ
る
経
営

体
に
実
施
す
べ
き
と
思
う
。
所

得
補
償
の
問
題
は
、
や
は
り
国

の
問
題
。

　
　
　農
業
を
守
る
こ
と
は

自
治
体
を
守
る
こ
と
と
国
民

も
認
識
し
て
い
る
。
持
続
可

能
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

た
め
に
、
農
家
に
見
え
る
形

で
支
援
す
る
こ
と
が
、
農
家

の
励
み
に
な
る
と
考
え
る
が
。

　農
業
者
だ
け
を
重
視
す
る
こ

と
は
難
し
い
。
国
の
制
度
で
農

地
を
守
る
予
算
は
結
構
支
出
し

て
い
る
。
た
だ
、
産
業
だ
け
で

農
業
は
語
れ
な
い
が
、
所
得
補

償
ま
で
は
、
国
を
巻
き
込
ん
だ

議
論
に
な
る
。

　
　
　認
定
農
家
だ
け
で
は

農
地
は
守
れ
な
く
な
り
、
農

水
省
で
は
、
多
様
な
兼
業
農

家
な
ど
の
育
成
に
力
を
入
れ

て
き
た
。
定
年
退
職
を
機
に

本
格
的
に
農
業
を
継
ぐ
場
合

な
ど
に
、
﹁
定
年
帰
農
奨
励

金
﹂
で
の
支
援
や
、
担
い
手

育
成
補
助
事
業
の
対
象
を
、

認
定
農
家
だ
け
で
な
く
多
様

な
農
家
に
広
げ
る
な
ど
時
限

立
法
で
も
策
定
す
べ
き
。

　﹁
定
年
帰
農
﹂
と
い
う
考
え

方
は
有
効
な
担
い
手
確
保
に
な

る
の
で
は
と
思
う
。
今
の
新
規

就
農
支
援
事
業
は
ハ
ー
ド
ル
が

高
く
受
け
に
く
い
。
退
職
し
農

業
中
心
で
や
る
人
を
支
援
す
る

こ
と
は
、
検
討
し
た
い
。

　し
か
し
、
兼
業
農
家
を
現
状

の
ま
ま
支
援
す
る
こ
と
は
、
補

助
金
を
出
し
続
け
る
こ
と
に
な

る
の
で
、
新
規
に
取
り
組
む
事

業
に
補
助
金
を
あ
て
た
い
。

　
　
　今
年
の
米
価
は
、
コ

ロ
ナ
禍
が
原
因
で
一
俵
当
た

り
３
千
円
の
減
と
な
る
。
そ

の
う
ち
２
千
円
位
は
、
国
の

コ
ロ
ナ
交
付
金
を
当
て
れ
ば

い
い
。
財
源
が
あ
れ
ば
町
独

自
で
も
支
援
す
べ
き
。
今
年

の
監
査
委
員
の
指
摘
に
、
一

般
財
源
か
ら
の
農
業
振
興
に

対
す
る
補
助
金
が
少
な
い
と

あ
っ
た
。
こ
ん
な
時
こ
そ
大

胆
な
農
業
支
援
が
必
要
だ
と

思
う
が
。

　今
こ
こ
で
予
算
を
つ
け
る
と

い
う
話
は
出
来
な
い
が
、
実
態

を
よ
く
調
べ
予
算
に
向
か
い
た

い
と
思
う
。

　
　
　農
家
は
、
い
つ
の
機

会
に
農
業
を
や
め
よ
う
か
と

考
え
て
い
る
。
こ
の
ま
ま
で

は
、
本
町
は
続
か
な
い
と
危

機
感
を
抱
く
。
農
家
を
勇
気

づ
け
る
政
策
が
必
要
。
農
家

を
守
ら
ず
し
て
本
町
は
守
れ

る
の
か
。

　出
来
る
限
り
の
こ
と
は
考
え

た
い
。
農
業
の
機
能
は
重
要
で

あ
り
、
農
家
の
減
少
は
食
い
止

め
た
い
。
頭
を
切
り
替
え
て
そ

れ
に
必
要
な
予
算
は
確
保
し
た

い
が
、
た
だ
、
漫
然
と
維
持
す

る
補
助
は
反
対
で
あ
る
。

厳
し
さ
を
認
識
し
た

農
業
保
護
政
策
を

農
業
を
守
り
持
続
可

能
な
ま
ち
づ
く
り

特
定
の
担
い
手
か
ら

多
様
な
担
い
手
へ

農
業
支
援
の
拡
充
と

農
家
保
護
政
策
を

農業支援政策の拡充と

農家保護政策について

質
問
質
問

質
問
質
問

質
問
質
問

質
問
質
問

質
問
質
問

質
問
質
問

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

補
正
予
算
・
組
合
報
告

衝撃的な下落!!今年の米価



令和３年10月22日発行（15）

審
査
意
見

決
算
審
査

　

参
考
意
見

一
般
質
問

決

　算

阿部　朝親

動画で一般質問

阿部議員の一般質問は
動画サイトy o u t u b eで
ご覧いただけます。

質
問
質
問

質
問
質
問

町
長
答
弁

　
　
　佐
川
地
区
に
お
け

る
新
規
取
得
町
有
地
に
保
育

園
を
移
転
す
る
計
画
に
つ
い

て
、
近
年
子
ど
も
の
声
が
騒

音
で
あ
る
と
の
事
か
ら
新
設

計
画
が
と
ん
挫
し
た
と
こ
ろ

が
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。
移

転
に
伴
う
近
隣
住
民
か
ら
の

意
見
等
を
伺
っ
て
お
ら
れ
る

か
ま
た
、
移
転
後
の
跡
地
利

用
に
つ
い
て
、
保
護
者
か
ら

の
強
い
要
望
も
あ
り
、
遊
具

設
置
も
跡
地
利
用
の
一
つ
の

方
法
で
あ
る
と
考
え
る
が
、

所
見
を
伺
う
。

　佐
川
地
区
に
に
お
い
て
、

住
宅
あ
る
い
は
商
業
施
設
・

あ
わ
せ
て
保
育
園
の
整
備
に

つ
い
て
考
え
を
示
し
た
と
こ

ろ
佐
川
地
区
の
役
員
さ
ん
は

一
応
の
了
解
を
頂
い
て
お
り

ま
す
が
、
保
育
園
の
騒
音
に

つ
い
て
は
、
近
隣
の
住
民
の

皆
さ
ん
と
協
議
に
は
入
っ
て

お
り
ま
せ
ん
。
保
育
園
の
跡

地
に
つ
い
て
は
、
土
地
は
す

べ
て
借
地
で
あ
り
、
基
本
的

に
は
、
解
体
撤
去
し
て
土
地

を
お
返
し
す
る
考
え
で
あ
る
。

　
　
　町
内
に
は
遊
具
で
遊

べ
る
施
設
が
必
要
と
考
え
る
。

保
護
者
か
ら
の
要
望
に
つ
い
て
、

前
向
き
に
検
討
と
す
る
と
明
言

さ
れ
て
お
ら
れ
る
が
、
こ
れ
に

つ
い
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　現
状
で
も
上
の
段
広
場
な

ど
に
若
干
の
遊
具
を
整
備
を

し
て
い
る
。
前
向
き
に
検
討

す
る
と
言
い
ま
し
た
の
で
、

若
干
の
遊
具
を
プ
ラ
ス
す
る

事
は
考
え
る
。

　
　
　現
在
計
画
が
と
ん
挫

し
て
い
る
が
、
今
時
点
で
の

今
後
の
構
想
が
有
れ
ば
お
聞

か
せ
願
い
た
い
。
現
状
を
利

用
し
た
、
ド
ッ
グ
ラ
ン
と
か
、

マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
や
グ
ラ

ス
ボ
ー
ド
と
か
、
木
谷
の
水

を
利
用
し
た
釣
り
堀
や
釣
っ

た
魚
を
焼
い
て
食
べ
る
な
ど

外
部
か
ら
の
提
案
で
な
く
地

元
住
民
や
町
が
一
体
と
な
っ

て
利
用
計
画
を
立
案
す
る
こ

と
が
重
要
と
考
え
る
が
、
所

見
を
伺
う
。

　オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
活
用
型

の
観
光
拠
点
と
し
て
の
再
生

計
画
を
地
元
に
説
明
を
し
た

が
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
も
厳
し

く
、
大
規
模
な
投
資
を
し
て

新
た
な
拠
点
施
設
を
設
置
す

る
事
は
一
時
断
念
し
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。
今
後
は
エ
ー
デ

ル
ワ
イ
ス
を
撤
去
し
、
木
谷

沢
の
保
全
と
活
用
に
つ
い
て
、

検
討
を
行
う
。
ま
た
、
当
面

は
、
木
谷
沢
の
保
全
活
用
、

エ
バ
ー
ラ
ン
ド
の
有
効
活
用

に
つ
い
て
は
、
ワ
ー
キ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
を
中
心
に
進
め
て

い
く
考
え
で
あ
る
。

　
　
　停
電
も
災
害
の
一
つ

と
考
え
る
。
冬
季
に
お
け
る

停
電
は
、
今
日
の
電
気
に

頼
っ
た
生
活
に
、
特
に
高
齢

者
世
帯
で
は
暖
房
器
具
が
使

用
で
き
な
く
な
り
、
生
活
上

の
問
題
が
発
生
す
る
と
考
え

る
が
、
停
電
時
の
対
応
策
等

に
つ
い
て
伺
う
。

　停
電
は
、
災
害
で
な
く
災

害
や
設
備
の
故
障
に
よ
り
発

生
す
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

全
町
で
の
停
電
発
生
時
に
は

町
だ
け
で
の
対
応
は
無
理
で

あ
る
。
社
協
の
方
で
愛
の
輪

協
力
員
の
仕
組
み
が
あ
り
、

高
齢
者
の
見
守
り
を
担
っ
て

お
ら
れ
る
。
行
政
が
す
べ
て

行
う
の
で
な
く
近
所
の
方
が

助
け
合
う
、
そ
れ
を
町
が
支

援
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

質
問
質
問

質
問
質
問

保育園移転・エバーランド

奥大山の利活用は？

保
育
園
移
転
の

地
元
説
明
は
？

エ
バ
ー
ラ
ン
ド
奥

大
山
の
今
後
は
？

停
電
時
の
対
応

は
？

利活用が待たれる

木谷沢渓流

移転が待たれる保育園

補
正
予
算
・
組
合
報
告
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町
に
公
園
が
な
い
わ
け
で
は
な

い
の
で
す
が
、
正
直
ま
っ
た
く

魅
力
が
な
く
・
・
・
。
遊
具
も

か
な
り
古
い
で
す
し
。
公
園
で

遊
ぶ
な
ら
、
伯
耆
町
か
米
子
ま

で
出
て
し
ま
い
ま
す
。
公
園
に

限
ら
ず
も
っ
と
子
ど
も
達
が
ワ

ク
ワ
ク
す
る
よ
う
な
遊
び
場
が

出
来
な
い
か
な
〜
と
日
々
思
い

な
が
ら
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

江
府
町
の
良
さ
の
再
発
見

年
の
７
月
か
ら
ご
縁
が

あ
っ
て
Ｊ
Ａ
鳥
取
西
部
江

府
支
所
で
働
か
せ
て
頂
い
て
お

り
ま
す
。

　
以
前
は
全
国
チ
ェ
ー
ン
の
釣

具
店
で
勤
務
し
て
お
り
ま
し
た

が
、
転
勤
で
秋
田
県
に
勤
務
と

な
り
地
元
を
離
れ
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

　
東
北
地
方
は
な
か
な
か
行
け

る
機
会
も
な
か
っ
た
の
で
大
変

貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て
頂
い
た

と
思
い
ま
す
。
東
北
地
方
は
雪

深
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
っ
た
の
で

す
が
、
雪
に
関
し
て
は
一
部
豪

雪
地
帯
を
除
け
ば
江
府
町
も
負

け
て
な
か
っ
た
で
す
ね
。

　
食
べ
物
に
関
し
て
は
お
い
し

い
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し

た
。
特
に
宮
城
で
食
べ
た
牡
蠣
の

浜
焼
き
は
、
ま
た
食
べ
に
行
き
た

く
な
る
お
い
し
さ
で
し
た
。

　
た
だ
し
ば
ら
く
す
る
と
、
環

境
的
に
不
満
が
あ
っ
た
訳
で

も
、
寂
し
く
な
っ
た
訳
で
も
な

い
の
で
す
が
、
地
元
に
帰
り
た

い
気
持
ち
が
出
て
き
ま
し
た
。

若
い
頃
も
県
外
に
出
て
い
た
の

で
す
が
、
そ
の
頃
に
は
感
じ
な

か
っ
た
郷
愁
み
た
い
な
も
の
で

し
ょ
う
か
。
何
か
あ
っ
た
時
に

す
ぐ
に
帰
る
こ
と
の
で
き
る
場

所
で
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
の

で
、
仕
事
を
辞
め
て
江
府
町
に

戻
り
ま
し
た
。

　
江
府
支
所
で
働
く
よ
う
に

な
っ
て
か
ら
、
ま
だ
３
ヵ
月
足

ら
ず
で
す
が
改
め
て
江
府
町
の

良
さ
を
知
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
ま
ず
は
人
の
良
さ
で
す

ね
。
支
所
に
来
ら
れ
る
お
客
様

も
、
配
達
で
お
宅
を
訪
ね
た
際

も
皆
さ
ん
本
当
に
丁
寧
に
接
し

て
頂
け
ま
す
。

　
後
は
皆
さ
ん
本
当
に
お
元
気

で
す
。
ち
ょ
う
ど
田
ん
ぼ
や
畑

の
時
期
な
の
は
あ
り
ま
す
が
、

皆
さ
ん
何
か
し
ら
身
体
を
動
か

さ
れ
て
い
る
方
が
多
い
で
す
。

　
ま
た
、
米
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
ピ
ー
マ
ン
や
梨
な
ど
、
江
府
町

産
の
作
物
も
農
協
に
入
っ
て
か
ら

知
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
少
子
高
齢
化
は
危
ぶ
ま
れ
て

い
ま
す
が
、
そ
ん
な
中
で
も
江

府
町
の
魅
力
あ
る
も
の
は
生
ま

れ
て
き
て
い
る
の
だ
と
感
慨
深

か
っ
た
で
す
。
本
当
に
毎
日
が

発
見
の
連
続
で
す
。

　
幸
い
、
江
府
支
所
の
皆
さ
ん

は
優
し
く
、
仕
事
も
忙
し
い
な

が
ら
楽
し
く
出
来
て
い
ま
す
。

私
も
少
し
で
も
江
府
町
、
そ
し

て
地
元
の
皆
さ
ん
に
貢
献
で
き

る
よ
う
頑
張
っ
て
い
け
た
ら
と

思
い
ま
す
。

　
10

月
の
声
が
日
に
日
に
過
ぎ

て
月
日
の
な
が
れ
を
つ
く
づ
く

感
じ
て
お
り
ま
す
。
彼
岸
花
の

色
鮮
や
か
な
光
景
に
目
を
奪
わ

れ
る
な
か
田
畑
の
作
業
が
順
調

に
進
ん
で
い
る
こ
と
が
何
よ
り

で
あ
り
ま
す
。
災
害
の
な
い

日
々
が
町
民
の
皆
様
に
潤
い
を

も
た
ら
し
て
い
る
こ
と
を
心
か

ら
祈
っ
て
お
り
ま
す
。
一
方
、

議
会
に
お
き
ま
し
て
も
、
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
の
事
業
に
つ

い
て
し
っ
か
り
と
提
言
し
、
町

民
の
安
心
安
全
に
対
応
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
三
輪 

英
男

広
報
公
聴
常
任
委
員
会

委

員

長

　三
輪

　英
男

副
委
員
長

　川
端
登
志
一

委

　
　員

　阿
部

　朝
親

　
　
　
　
　芦
立

　喜
男

　
　
　
　
　加
藤

　周
二

男
が
﹁
子
供
の
国
保
育

園
﹂
に
入
園
す
る
の
を

き
っ
か
け
に
江
府
町
に
帰
っ
て

き
ま
し
た
。
米
子
で
暮
ら
し
て

い
た
時
は
、
保
育
園
を
探
す
の

も
大
変
で
し
た
。
﹁
保
育
料
無

料
﹂
と
い
う
大
き
な
魅
力
に
ひ

か

れ

帰

っ

て

き

ま

し

た

が
・
・
・
。
当
初
は
﹁
相
変
わ

ら
ず
不
便
な
町
﹂
と
毎
日
思
っ

て
い
ま
し
た
。
子
ど
も
に
必
要

な
物
も
さ
っ
と
買
い
に
行
け
な

い
し
、
遊
具
が
充
実
し
て
い
る

公
園
も
な
い
。
６
年
も
経
て
ば
、

だ
い
ぶ
不
便
さ
に
も
慣
れ
て
、

自
然
の
中
で
暮
ら
す
の
も
平
和

で
良
い
か
な
と
思
え
て
い
ま
す
。

で
も
、
も
っ
と
子
ど
も
が
楽
し

め
る
遊
具
の
あ
る
公
園
が
あ
れ

ば
良
い
な
と
思
い
ま
す
。
江
府

私
の
ひ
と
言

洲河崎　影山 智彦

佐川　高津 亜紀

長

今

私


